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高富保育園　おもちつき（11月17日）



休日診療：不破
クリニック9：00
～15：00、16：00
～19：00（岐阜
市太郎丸
058・229・6081）

2広報やまがた 2004.12

12月

は市役所、 は保健福祉ふれあいセンター、 は山県市商工会館、 は伊自良老人福祉センター、
は美山支所、 は美山構造改善センター、 は美山中央公民館、 は梅原公民館、

は桜尾公民館、 は西武芸公民館西桜

梅美中美構美支

伊商保市

日 月 火 水 木 金 土

子宮がん集団検
診 受付13：15
～14：00
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

梅

ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

B C G 受 付
13：15～14：00
心の相談 13：
30～15：00（要
予約：社会福祉
課　 22・6837）
人権擁護相談
13：00～15：00
行政相談 13：
00～15：00
ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

保

保

保

保

天皇誕生日
休日診療：早川
胃腸科外科クリ
ニック 9：00～
15：00、16：00
～19：00（山県
市岩佐　5 2 ・
1212）

ハッピーライフ
相談 9：00
～12：00

美支

3歳児健診 受
付13：00～14：
00

保

1 歳 6 か月児健
診 受付 13：
00～14：00
保

10 ・ 11か月児
健診 受付13：
00～14：00
行政相談 13：
00～15：00

伊

保

3 ・ 4 か月児健
診 受付13：00
～13：15
保

はみがきけんし
ん 受付13：00
～14：00
乳幼児相談
受付 1 0：0 0 ～
11：00

美構

伊

ツベルクリン
受付 1 3：1 5 ～
14：00
社会保険相談

1 0：0 0 ～
15：00
美中

保

乳幼児相談 受
付10：00～11：
00

伊

休日診療：加藤
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市加野　 058・
243・1114）
前立腺がん検診
9：00～11：

3 0、1 3：0 0 ～
15：00

保

休日診療：不破
クリニック 9：
0 0 ～ 1 5：0 0 、
16：00～19：00
（岐阜市太郎丸
058 ・ 229 ・

6081）

休日診療：臼井
内科医院　9：00
～15：00、16：
00～19：00（山
県市富永　52・
2030）

休日診療：あら
いクリニック
9：00～15：00、
16：00～19：00
（山県市高富
22・1188）

休日診療：ひら
まつ耳鼻咽喉科
9：00～15：00、
16：00～19：00
（山県市高富
22・0288）

はみがきけんし
ん 受付13：00
～14：00
すこやか相談
（要予約：健康
課　22・6839）

保

保

子宮がん集団検
診 受付13：15
～14：00
献血 受付13：
30～16：00
弁護士相談
（会場：3階304
会 議室）受付
13：00～14：30

市

伊

保

マタニティクラ
ス 1 0：00 ～
13：30
子宮がん集団検
診 受付13：15
～14：00
保

保

社会保険相談
10：00～15：00

商

元旦

乳がん集団検
診 受付13：15
～14：00
保

1日 2日 3日 4日

6日5日 7日 8日 9日 10日 11日

13日12日 14日 15日 16日 17日 18日

20日19日 21日 22日 23日 24日 25日

27日26日 28日 29日 30日 31日 1日

3日2日 4日 5日 6日 7日 8日

1
月



3 広報やまがた 2004.12

来
年
二
月
二
十
日
、
山
県
市
文
化
の

里
伊
自
良
文
化
会
館
（
仮
称
）
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

そ
こ
で
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
二
月

二
十
日
（日）
、
二
十
七
日
（日）
の
両
日
に
市

民
音
楽
祭
を
開
催
。
プ
ロ
の
演
奏
家
を

は
じ
め
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
音

楽
劇
、
そ
の
ほ
か
市
内
の
声
楽
家
や
演

奏
家
な
ど
が
見
ご
た
え
聴
き
ご
た
え
十

分
の
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広

げ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
席
数
が
約
三
百
五
十
席
と
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
入
場
整
理
券
の
予

約
受
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当

日
来
場
者
が
多
い
場
合
入
場
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
鑑
賞
を
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
締
切
後
に
整
理
券
を
発
送
し
ま

す
。ま

た
、
一
人
で
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
定
員
を
オ
ー
バ

ー
す
る
場
合
は
、
該
当
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
ご
と
で
当
方
に
よ
る
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
抽
選
の
結
果
に
つ
き

ま
し
て
は
整
理
券
の
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
の
う
え
、
次
の

区
分
の
う
ち
鑑
賞
し
た
い
も
の
を
選
択

し
、
電
話
、
F
A
X
、
は
が
き
に
よ
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

A．

二
月
二
十
日
　
　
第
一
部

B．

二
月
二
十
日
　
　
第
二
部

C．

二
月
二
十
七
日
　
第
一
部

D．

二
月
二
十
七
日
　
第
二
部

全
部
ま
た
は
複
数
を
希
望
さ
れ
る
方

は
鑑
賞
希
望
の
優
先
順
位
を
付
け
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

十
二
月
二
十
四
日
（
消
印
有
効
）

申
込
締
切
日
以
降
は
、
定
員
に
達
し

て
い
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
随
時
受
け

付
け
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
5
0
1
―
2
1
2
5

山
県
市
洞
田
一
二
七
番
地
一
三
五

伊
自
良
文
化
会
館
（
仮
称
）

0
5
8
1
・
36
・
2
3
2
3

0
5
8
1
・
36
・
2
7
7
7

FAX
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13：00 開場
13：30 開演

15：30 終演

18：00 開場
18：30 開演

20：00 終演

平成17年2月20日（日） 市民音楽祭　パートⅠ

A

第1部

B

第2部

テノール　笛田　博昭

編　曲
野平　龍一

1．山務太鼓　　　　　 山野豊　山務の風　八丈太鼓
2．和太鼓　高富青雲組 未洸（みこう） 咆哮（ほうこう） 楽宴
3．高富少年少女合唱団　　小ミサ（フォーレ作曲）ほか
4．レディースたかとみ　　荒城の月　七つの子　アヴェマリア　ほか
5．高富マンドリンアンサンブル

プリンク・プランク・プルンク　山嶽詩
川の流れのように
「ふるさと」（会場の皆さんとともに）

ピ ア ノ 佐部利　弦　（桐の響を楽しむ会）
和田　早苗　（桐の響を楽しむ会）

チ ェ ロ 小川　剛一郎（桐の響を楽しむ会）
ソプラノ 小川　茂子　（桐の響を楽しむ会）
フルート 池上　裕子　（桐の響を楽しむ会）
編　　曲 野平　龍一　（桐の響を楽しむ会）
テノール 笛田　博昭
音楽物語 「夕鶴」 山県市小中学生（40名）と

桐の響を楽しむ会のメンバー

10月から練習を行っている子どもたち

チェロ
小川　剛一郎

ピアノ
和田　早苗

フルート
池上　裕子

ソプラノ
小川　茂子

ピアノ
佐部利　弦

名古屋芸術大学音楽学部声楽
科首席卒業。
現在は、名古屋芸術大学実技
補助員で同大学の定期・卒業演
奏会などに出演。
日本人離れしたドラマティッ
クなその歌声は聴く人の心を魅
了し、今もっとも注目されてい
る若手テノールの一人である。

桐朋学園大学卒業生により、2001年秋に結成。中心メンバーは岐阜県出身者で、それぞれが国内外
で数多くのコンサートに出演するなど活躍中。
また、同会は年に一度ふるさと岐阜県で演奏会を開催し、特に地元の子ども達と一緒に創作する

「音楽物語」は評判もよく地域に根ざした音楽活動も行っている。
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平成17年2月27日（日） 市民音楽祭　パートⅡ

市民音楽家の皆さん

13：00 開場
13：15 開演

14：25 終演

14：30 開場
14：40 開演

15：40 終演
15：50 開場
16：00 開演

17：00 終演

C

第1部

D

第2部

1．伊自良コーラス うさぎ・ほたるこい ほか
2．高富コールバルーン 春を待つ二つのうた ほか
3．山田真理子と円 きっと幸せ　冬ソナの最初から今まで

あなたと私と花たち
4．高富吹奏楽 華やかに、艶やかに、鮮やかに

（出発と発展と期待をテーマに）
フラッシングウィンズorマーキュリー
フラワーor栄光の架け橋
A列車で行こう
「小さな世界」（会場の皆さんとともに）

浜　まゆみ　マリンバ演奏 剣の舞、ハチャトゥリアン ほか
大橋めぐみ　ピアノ伴奏

ソプラノ 藤根美登里 涙そうそう　さとうきび畑
ギ タ ー 川瀬　　寛 さくらによる主題と変奏
ソプラノ 大村　絵里 オペラ　蝶々婦人“ある晴れた日に”ほか
テノール 依田　雄士 Nella notte d`april ほか
ソプラノ 野村　博子 唄　花の街

浜　まゆみ マリンバ
（はま・まゆみ）

桐朋学園大学音楽学部打楽器
科マリンバ専攻を首席で卒業。同
研究科修了後、アメリカミシガン大
学院へ留学。1999年世界マリンバ
コンクール第2位。小柄ながらパ
ワフルな演奏には定評がある。

大橋　めぐみ ピアノ
（おおはし・めぐみ）

埼玉県出身。桐朋学園大学音
楽学部ピアノ専攻を卒業。ウィー
ン、ベルリンなどで指導を受ける。
現在はコンサートやテレビ出演

を行っている。

藤根　美登里
ディナーショー オペレ
ッタ出演等
「岐阜の演奏家たち」の
メンバー

川瀬　寛
ギタースクール主宰
岐阜新聞・岐阜放送カ
ルチャーアカデミー講師

大村　絵里
岐阜アンサンブル新人演
奏家イタリア、フィレン
ツェにてコンサート
国内外での文化交流
女性コーラスの発声指導

依田　雄士
山県市立高富中学校教
論

野村　博子
ニューイヤーコンサート
等数多く出演
ボランティア活動として
特別養護老人ホームで音
楽活動を行う

山田　眞理子
日本歌曲をはじめ各種演
奏会に多数出演
中日文化センター講師
主婦のコーラスを指導



6広報やまがた 2004.12

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

の
皆
さ
ん
な
ど
約
四
百
二
十
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
美
山
地
域
で
は
、
小
中

学
生
が
美
山
中
の
生
徒
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
た
班
ご
と
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
分
担
を
決
め
て
、
地

域
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
地
区

公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
清

こ
の
ほ
ど
伊
自
良
地
域
と
美

山
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
リ
ー

ン
活
動
が
行
わ
れ
、
各
地
域
の

小
中
学
校
児
童
生
徒
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い
や

施
設
清
掃
な
ど
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

こ
の
う
ち
伊
自
良
地
域
で

は
、
参
加
者
が
地
区
ご
と
に
公

民
館
な
ど
に
集
合
し
て
、
伊
自

良
中
の
生
徒
が
設
定
し
た
ル
ー

ト
に
沿
っ
て
空
き
缶
や
紙
く
ず

な
ど
を
収
集
。
地
域
内
三
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
や
地
域
住
民

掃
や
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
中
学
生

か
ら
は
「
み
ん
な
一
生
懸
命
や

っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。
来
年

も
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

十
月
二
十
三
日
、
り
・
ふ
れ

っ
旬
や
ま
が
た
ツ
ア
ー
第
六
弾

「
舟
伏
山
登
山
体
験
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
、
市
民
や
岐
阜
市
、

羽
島
市
な
ど
の
近
隣
市
町
か
ら

五
十
九
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

舟
伏
山
は
市
域
北
部
の
神
崎

地
内
に
あ
る
標
高
一
、
〇
四
〇

m
の
山
。
参
加
者
は
三
十
代
か

ら
七
十
代
の
中
高
年
が
中
心

で
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
急
な

斜
面
に
息
を
切
ら
せ
て
立
ち
止

ま
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
約
二

時
間
三
十
分
ほ
ど
で
全
員
が
登

頂
に
成
功
し
ま
し
た
。
山
頂
か

ら
は
山
県
市
内
や
金
華
山
、
能

郷
白
山
な
ど
、
絶
景
の
景
色
が

の
ぞ
め
ま
し
た
。

羽
島
市
か
ら
参
加
し
た
山
本

幸
子
さ
ん
は
、「
登
り
切
る
こ

と
が
で
き
て
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
こ
う
い
う
企
画
が
あ

っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
下
山
後

は
、
地
元
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
手

作
り
う
ど
ん
に
舌
鼓
。
秋
の
晴

天
の
な
か
参
加
者
の
方
々
は
有

意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

く
り
に
挑
戦
。

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
、
ギ

ョ
ウ
ザ
の
皮
か
ら
作
る
の
は
初

め
て
と
い
っ
て
み
え
ま
し
た
が
、

手
際
よ
く
調
理
を
進
め
ら
れ
約

一
時
間
で
完
成
し
ま
し
た
。

ギ
ョ
ウ
ザ
を
皮
か
ら
初
め
て

作
っ
た
と
い
う
大
野
栄
美
子
さ

ん
は
、「
思
っ
た
よ
り
簡
単
に

で
き
ま
し
た
。
今
晩
早
速
家
族

に
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
十
八
日
、
梅
原
小
学

校
P
T
A
の
家
庭
教
育
学
級
料

理
教
室
が
梅
原
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
の
参
加
者
は
十
八

人
で
「
中
国
の
家
庭
料
理
を
学

ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
国
吉

林
省
出
身
で
現
在
は
高
木
に
在

住
の
主
婦
全
桂
蘭
さ
ん
に
指
導

を
受
け
て
水
ギ
ョ
ウ
ザ
、
キ
ム

チ
、
ト
マ
ト
と
卵
の
ス
ー
プ
づ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

本
場
の
味
を
習
得

小
中
学
生
が

ク
リ
ー
ン
活
動

伊自良地域

美山地域
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桜
尾
小
学
校
は
、
花
づ
く
り

を
通
じ
て
自
然
や
人
を
愛
す
る

心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
県
な

ど
が
主
催
し
て
い
る
、
フ
ラ
ワ

ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル

（
F
B
C
）
の
本
年
度
秋
花
壇

で
「
中
部
善
意
銀
行
賞
」
を
受

賞
。
春
花
壇
に
続
い
て
の
連
続

入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

今
回
の
花
壇
は
五
年
生
が
中

心
と
な
っ
て
管
理
を
行
い
、
テ

ー
マ
は
「
和
・
輪
・
W
A
O
」

十
一
月
六
日
、
伊
自
良
三
校

合
同
音
楽
会
が
伊
自
良
中
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
会
は
、
伊
自
良
地

域
の
三
小
中
学
校
が
互
い
に
高

ま
り
あ
う
た
め
の
歌
声
交
流
と

し
て
行
わ
れ
、
三
百
三
十
人
の

児
童
生
徒
が
振
り
付
き
の
合
唱

や
音
楽
劇
な
ど
を
気
持
ち
を
込

め
て
行
い
ま
し
た
。
児
童
生
徒

は
二
学
期
開
始
と
同
時
に
こ
の

日
に
向
け
猛
練
習
。
ど
の
学
校

も
レ
ベ
ル
の
高
い
合
唱
を
披
露

し
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協

議
会
主
催
に
よ
る
、
女
性
防
火

研
修
会
が
十
月
二
十
四
日
、
美

山
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

参
加
し
た
約
三
百
名
の
ク
ラ
ブ

員
の
皆
さ
ん
が
、
天
ぷ
ら
油
の

加
熱
に
よ
る
炎
上
実
験
や
消
火

器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
な

ど
の
実
技
研
修
を
行
っ
た
後
、

（財）
市
民
防
災
研
究
所
（
東
京
都

江
東
区
）
の
岡
島
醇

あ
つ
し

事
務
局
長

に
よ
る
地
域
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
新
潟
県
中
越
地
震
発

生
の
翌
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
、
地
域
防
災
の

主
役
は
市
民
で
あ
り
、
災
害
発

生
時
に
は
住
民
自
ら
が
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
岡
島

局
長
の
お
話
し
に
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
、
市
政
の
振
興

や
善
行
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す

る
山
県
市
功
労
者
表
彰
、
善
行

者
表
彰
の
表
彰
式
を
市
役
所
公

室
で
行
い
、
被
表
彰
者
の
八
名

中
六
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

次
の
方
で
す
。

功
労
表
彰
（
敬
称
略
）

長
屋
孝
、
大
西
美
好
、
鬼
頭
鉄

雄
、
酒
井
英
男
、
中
村
洋
一
、

清
水
勝
美
、
高
　
茂

善
行
表
彰
（
敬
称
略
）

藤
垣
知

と
し
て
、
ク
ラ
ス
の
和
と
友
情

の
輪
が
で
き
た
と
き
に
、『
W

A
O
』
と
あ
げ
る
歓
声
を
表
現

し
ま
し
た
。
台
風
な
ど
の
影
響

で
花
の
生
育
に
は
た
い
へ
ん
苦

労
し
ま
し
た
が
、
春
花
壇
で
受

賞
し
た
六
年
生
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
水
や

り
や
草
取
り
な
ど
の
世
話
を
し

て
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル

ビ
ア
な
ど
見
事
な
花
を
咲
き
そ

ろ
え
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
も
こ
の
受
賞
を
た
い
へ
ん

喜
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

素
晴
ら
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
し
た

女
性
の
視
点
で地

域
防
災

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

F
B
C
で
連
続
入
賞

八
名
を
表
彰
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十
月
十
七
日
、
第
一
回
山
県

市
文
化
祭
が
美
山
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文

化
祭
は
山
県
市
教
育
振
興
会
の

主
催
で
、
普
段
の
公
民
館
活
動

を
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
す

る
場
と
し
て
行
わ
れ
、
訪
れ
た

約
七
百
人
を
芸
術
の
世
界
へ
と

引
き
込
み
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

芸
術
の
秋
で
す

ど
も
が
菓
子
と
お
茶
を
運
び
ま

し
た
。

展
示
室
で
は
岐
阜
市
在
住
の

玉
木
鶯
洞

お
う
ど
う

さ
ん
達
の
中
国
の
伝

統
楽
器
、
二
胡

に

こ

を
使
っ
て
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
北
海
道
大
学

の
藤
田
宏
達
名
誉
教
授
が
「
紹

欽
が
求
め
た
心
の
世
界
」
と
題

し
て
講
演
。
ま
た
、
入
口
付
近

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

で
野
菜
な
ど
の
販
売
を
行
っ
て

い
る
「
し
ゃ
く
な
げ
の
里
」
が

ぜ
ん
ざ
い
と
と
う
が
ん
汁
の
無

料
配
布
を
行
い
多
く
の
来
客
者

を
喜
ば
せ
ま
し
た

古
田
紹
欽
記
念
館
で
十
一
月

三
日
、
同
館
の
オ
ー
プ
ン
一
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
紹
欽

茶
会
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
講

演
会
な
ど
を
行
い
、
来
客
者
を

お
茶
な
ど
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

秋
の
快
晴
に
恵
ま
れ
た
こ
の

日
、
同
館
に
は
市
内
外
か
ら
約

三
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

茶
会
で
は
型
に
と
ら
わ
れ
な

い
「
紹
欽
」
流
を
実
践
し
、
裏

千
家
の
大
島
宗
甫
さ
ん
の
社
中

や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
庭

園
で
野の

点だ
て

を
行
い
、
地
域
の
子

一
周
年
記
念
に

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

八
日
に
は
、
市
消
防
本
部
で
消

防
職
員
に
よ
る
技
術
競
練
会
を

開
催
。
職
員
ら
は
じ
ん
速
で
的

確
な
消
防
活
動
を
行
い
、
見
事

な
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
会
が
行
っ
て
い
る
、

「
い
こ
い
の
広
場
」。
毎
週
各
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

活
動
の
集
大
成
を
発
表
す
る
た

め
に
十
一
月
八
日
、
高
富
・
伊

自
良
地
域
の
発
表
会
が
保
健
福

祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
地
区
で
練
習
し
た
振
り
付

き
の
歌
や
劇
、
踊
り
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。
舌
き
り
雀
の
劇

に
出
演
し
た
山
田
か
ず
え
さ
ん

は
「
人
前
で
演
技
を
す
る
の
は

初
め
て
。
と
て
も
緊
張
し
た
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
し
劇
に
出
演

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
七
日
、
伊
自
良
地
域

の
釜
ヶ
谷
林
道
で
山
林
火
災
を

想
定
し
た
機
動
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
機
動
演
習
に
は
消
防

団
員
約
三
百
人
が
参
加
。
演
習

は
、
釜
ヶ
谷
山
中
腹
か
ら
出
火

し
た
こ
と
を
想
定
し
、
ふ
も
と

か
ら
可
搬
ポ
ン
プ
で
中
継
を
し

放
水
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い

ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
も
あ
っ
て
か
速
や
か
に
消
火

い
ざ
と
い
う時

の
た
め
に

8日、技術競練会7日、釜ヶ谷山での機動演習

活
動
の
成
果
を
披
露
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そ
ろ
え
ば
遠
く
伊
勢
湾
ま
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の

日
は
平
野
部
に
霞
（
か
す
み
）

が
か
か
り
、
絶
好
の
眺
望
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

約
一
時
間
半
を
か
け
て
山
頂
に

到
着
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

思
い
思
い
に
昼
食
を
と
り
な
が

ら
色
づ
く
周
囲
の
山
々
の
景
色

を
満
喫
し
、
子
ど
も
た
ち
も

山
々
に
向
か
っ
て
大
声
で
『
ヤ

ッ
ホ
ー
』
と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

下
山
の
前
に
は
、
こ
の
日
の
登

頂
記
念
と
し
て
公
民
館
が
用
意

し
た
日
の
丸
に
全
員
が
寄
せ
書

き
を
し
て
、
山
頂
に
設
置
さ
れ

た
ポ
ー
ル
に
掲
げ
ま
し
た
。

十
一
月
七
日
、
地
元
の
乾
公

民
館
主
催
で
「
ふ
る
さ
と
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
　
相
戸
岳
登
山
」
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
約
七
十
人
が
、
秋
晴
れ
の

空
の
も
と
健
康
づ
く
り
と
ふ
れ

あ
い
を
兼
ね
た
山
登
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

相
戸
岳
は
標
高
六
七
一
メ
ー

ト
ル
な
が
ら
山
頂
付
近
の
展
望

が
開
け
て
い
る
た
め
、
条
件
が

十
月
二
十
四
日
（日）
岐
阜
市
北

部
体
育
館
で
第
十
六
回
岐
阜
市

少
林
寺
拳
法
大
会
が
行
わ
れ
、

山
県
市
少
林
寺
拳
法
少
年
団
・

支
部
か
ら
三
十
五
人
が
出
場
し

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

▼
個
人
の
部
（
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞

低
学
年
六
級
以
上
の
部

野
村
将
太
―
長
井
裕
樹

中
学
正
段
外
の
部

小
枝
優
太
―
中
島
智
香

▽
優
秀
賞

低
学
年
六
級
以
上
の
部

長
井
克
揮
―
若
園
善
真

中
学
生
有
段
の
部

武
藤
裕
二
―
玉
井
弘
美

中
学
単
演
の
部

松
久
晃
都

一
般
単
演
の
部

野
村
靖

▼
団
体
の
部

中
学
・
高
校
生
団
体

一
般
団
体

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

行
わ
れ
ま
し
た
。

池
上
さ
ん
は
「
週
刊
こ
ど
も

ニ
ュ
ー
ス
」
で
の
裏
話
や
、
子

ど
も
に
物
事
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
の
難
し
さ
と
、
克
服
の

仕
方
に
つ
い
て
講
演
。
会
場
か

ら
は
笑
い
と
と
も
に
う
な
ず
く

人
の
姿
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
の
前
に
は
O
W

C
レ
デ
ィ
ー
ス
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
金
管
五
重
奏
が
あ

り
、
来
場
し
た
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

山
県
市
身
障
協
会
は
、
十
一

月
四
日
に
会
員
の
身
体
障
害
者

を
対
象
に
、
協
会
の
事
業
報
告

を
兼
ね
て
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
帰

り
の
研
修
「
ふ
れ
あ
い
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
「
集
い
」
は
町
村
合
併

前
の
山
県
郡
の
時
か
ら
隔
年
ご

と
に
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
合

併
後
は
毎
年
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

来
賓
に
岐
阜
県
身
障
協
会
副

会
長
と
山
県
市
福
祉
事
務
所
長

を
招
い
て
、
会
員
八
十
一
名
の

参
加
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

来
年
も
実
施
予
定
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

拳
士
が
活
躍

山
頂
で
秋
を
満
喫

十
月
十
七
日
、
高
富
中
央
公

民
館
で
第
二
回
山
県
市
民
文
化

講
演
会
、
演
奏
会
が
市
教
育
振

興
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。N

H
K
報
道
局
記
者
主
幹

で
、
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
の

キ
ャ
ス
タ
ー
池
上
彰
さ
ん
が

「
ニ
ュ
ー
ス
な
ん
で
も
探
偵
〜

自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
〜
」
と
題
し
、
講
演
会
を

会
員
の
親
睦
を

図
り
ま
し
た

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
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■ 問い合わせ先　　山県市役所　健康課　�22・6839

今
は
、
家
族
形
態
の
変
化
か
ら
面
倒

を
み
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
育
児
が
で
き
な

い
時
に
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
家
族
に
代
わ
っ
て
お
子
さ
ん
の
世

話
を
し
て
く
れ
る
有
料
の
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
け
ば
、

二
十
四
時
間
体
制
で
支
援
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
子
育
て
は
年
中
無
休
で
す

か
ら
、
家
族
が
子
育
て
に
ち
ょ
っ
と

疲
れ
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
、
こ
う
し

た
サ
ポ
ー
ト
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
山
県
市
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
（

52
・
3
0
1
0
）

と
は
い
え
、
本
当
は
昼
間
お
子
さ

ん
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
家
族
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
で
す
。

で
は
、
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た

お
子
さ
ん
を
持
つ
家
族
に
は
ど
の
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

市
内
保
育
園

保
育
園
は
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

に
よ
り
家
庭
で
お
子
さ
ん
を
保
育
で

き
な
い
時
、
保
護
者
に
か
わ
っ
て
保

育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

☆
施
設
数
・
定
員
☆

十
施
設
で
合
計
八
百
九
十
人

☆
通
常
保
育
時
間
☆

平
日

八
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分

土
曜
日

午
前
八
時
三
十
分
〜
正
午

☆
延
長
保
育
時
間
☆

最
長
保
育

午
前
七
時
三
十
分
〜
午
後
七
時

☆
未
満
児
保
育
☆

生
後
十
か
月
以
上

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

児
童
み
ち
く
さ
ク
ラ
ブ

市
内
の
小
学
一
〜
三
年
生
の
児
童

を
対
象
と
し
て
、
児
童
の
見
守
り
と

遊
び
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

☆
実
施
場
所
☆

子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す

高
富
児
童
館

各
地
区
公
民
館

☆
実
施
時
間
☆

平
日
下
校
後
〜
午
後
六
時

夏
、
冬
、
春
休
み
な
ど

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

☆
利
用
料
金
☆

月
　
三
千
円

※
保
育
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
・
児
童
み
ち
く
さ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
の
詳
細
は
社
会
福
祉
課

ま
で
（

22
・
6
8
3
7
）

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
か
か
え
て
仕

事
を
持
つ
理
由
は
、
自
己
実
現
の
た

め
や
、
経
済
的
な
理
由
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

し
か
し
、
仕
事
と
家
事
・
育
児
を

両
立
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い

で
す
よ
ね
。
お
子
さ
ん
と
の
時
間
が

少
な
く
な
り
、
子
ど
も
へ
の
愛
情
が

足
り
な
く
な
る
の
で
は
と
心
配
す
る

お
母
さ
ん
た
ち
の
声
も
よ
く
き
き
ま

す
。で

は
、
仕
事
を
持
つ
お
母
さ
ん
や

い
つ
も
忙
し
い
お
父
さ
ん
は
、
愛
情

が
欠
け
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず

し
も
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
の
は
、
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
の

で
き
る
時
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す

の
か
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

八
月
号
の
健
康
ひ
ろ
ば
で
は
家
族

形
態
や
お
母
さ
ん
た
ち
の
子
育
て
に

対
す
る
思
い
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。今

回
は
幼
い
お
子
さ
ん
を
か
か
え
、

仕
事
を
持
つ
お
母
さ
ん
へ
の
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

健
診
の
時
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら

「
自
分
が
病
気
を
し
た
と
き
、
子
ど

も
の
面
倒
を
み
る
人
が
い
な
か
っ
た

の
で
大
変
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
を

聞
き
ま
す
。

そ
ん
な
家
族
の
た
め
に
山
県
市
に

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
マ
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
マ
サ
ポ
ー
ト

子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が

体
調
を
崩
し
た
り
、
冠
婚
葬
祭
、
他

の
お
子
さ
ん
の
行
事
な
ど
で
、
ど
う

し
て
も
子
ど
も
の
面
倒
が
み
れ
な
い

時
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

昔
の
よ
う
に
、
家
族
の
人
数
が
多

か
っ
た
時
は
、
兄
弟
や
祖
父
母
が
面

倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、



11 広報やまがた 2004.511 広報やまがた 2004.12

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
！

み
な
さ
ん
は
普
段
、
お
子
さ
ん
と

ど
の
よ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
か
？

テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
な
ど
？

市
内
に
も
、
お
金
が
か
か
ら
ず
楽

し
め
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

四
国
山
香
り
の
森
公
園

み
ん
な
の
げ
ん
き
広
場

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
す
い
げ
ん

み
や
ま
の
森

子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す

高
富
児
童
館

み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル
倶
楽
部

伊
自
良
図
書
館
な
ど

き
っ
と
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ

る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
あ
ら
た
な
お

子
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
も
発
見
で
き

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。

朝
・
夕
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
風
邪
の
季
節

で
す
。

鼻
や
口
か
ら
吸
っ
た
空
気
は
す

べ
て
の
ど
を
通
っ
て
肺
に
入
り
ま

す
。
の
ど
の
粘
膜
に
は
、
入
っ
て

き
た
雑
菌
な
ど
を
か
ら
め
と
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
の
ど
よ
り
奥
の

体
内
に
入
れ
な
い
よ
う
ウ
ガ
イ
で

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

人
ご
み
の
多
い
外
出
先
か
ら
帰

っ
た
時
は
、
ま
ず
ウ
ガ
イ
。
専
用

の
薬
も
あ
り
ま
す
が
、
お
茶
の
ウ

ガ
イ
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
口
の
中
だ
け
で
は
な
く
な

る
べ
く
の
ど
の
奥
ま
で
ガ
ラ
ガ
ラ

と
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
う
一
つ

お
勧
め
な
の
が
朝
起
き
た
ら
す
ぐ

の
ウ
ガ
イ
。
体
の
奥
の
ほ
う
ま
で

入
っ
た
雑
菌
な
ど
が
夜
の
間
に
の

ど
元
ま
で
送
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ウ
ガ
イ
で
洗
い
流
し
て
か

ら
朝
の
水
を
一
杯
飲
み
ま
し
ょ

う
。
胃
も
す
っ
き
り
目
を
覚
ま
し

ま
す
。

そ
し
て
こ
ま
め
な
手
洗
い
も
忘

れ
ず
に
。

予
防
接
種

山
県
市
で
は
六
十
五
歳
以
上
の

方
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
千
五
百
円

の
負
担
で
指
定
の
医
療
機
関
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
の
で
希
望
者
は
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
介
護
に
が
ん
ば
っ
て
い

る
介
護
者
の
方
に
中
国
式
ツ
ボ
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。
半

日
で
す
が
、
癒い

や

し
の
ひ
と
時
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
昼
食
も
ご

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

十
二
月
十
七
日
（金）

午
前
九
時
三
十
分
〜

十
二
時
三
十
分
（
予
定
）

▼
場
所

桜
美
寮
会
議
室

（
藤
倉
一
〇
五
番
地
一
）

▼
講
師

長
谷
川
治
療
院

長
谷
川
由
紀
子
先
生

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

十
五
人

★
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

桜
美
寮
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

36
・
2
0
1
3

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

高
齢
者
の
生
活
や
介
護
に
つ
い
て

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

十
二
月介

護
者
の
集
い
の
ご
案
内

山県市在宅介護支援センター　　22・6838

椿野苑在宅介護支援センター　　22・6003

桜美寮在宅介護支援センター　　36・2013

山県市社協在宅介護支援センター 52・2800

在宅介護支援センター

●●

●

●

●
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【
高
富
地
域
】

■
森
、
南

斉
藤
政
雄
（
高
富
）
22
・
3
7
0
1

■
旭
ヶ
丘
、
蛍
ヶ
丘

中
村
理
代
（
高
富
）
22
・
4
8
5
7

■
大
北
、
石
田
町
、
南
屋
敷

丹
羽
ひ
さ
子
（
高
富
）
22
・
1
4
7
5

■
山
本

殿
内
眞
知
子
（
高
富
）
22
・
3
8
8
1

■
石
畑
、
美
里
、
田
倉

杉
山
惠
美
子
（
高
富
）
22
・
1
4
6
0

■
京
ヶ
洞
、
双
葉
台
、
星
ヶ
丘

佐
藤
君
子
（
高
富
）
27
・
3
0
8
5

任
期
満
了
に
よ
り
民
生
委
員
、
児

童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
）
の
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の

名
簿
の
と
お
り
で
す
。

民
生
委
員
、
児
童
委
員
（
主
任
児

童
委
員
）
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
住

民
の
方
々
の
福
祉
増
進
な
ど
に
つ
い

■
北
町
北

岡
田
夫
紀
子
（
高
富
）
22
・
3
9
2
8

■
北
町
南

中
村
喜
子
（
高
富
）
22
・
1
3
8
9

■
栄
町
、
仲
町

小
森
幹
雄
（
高
富
）
22
・
2
8
9
3

■
本
町
1
・
2
丁
目

長
谷
川
由
紀
子
（
高
富
）
22
・
3
3
1
6

■
本
町
3
丁
目
、
共
和
町

岡
本
幸
子
（
佐
賀
）
22
・
3
6
8
7

■
佐
賀
西

荒
深
令
子
（
佐
賀
）
27
・
3
2
3
2

■
佐
賀
南
・
北
、
見
晴
台
、
金
池

て
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
社
会
福
祉
課

22
・
6
8
3
7

小
森
敏
雄
（
佐
賀
）
22
・
3
1
3
6

■
東
野
台
、
尾
右
、
本
郷
南
、
向
イ
東

村
瀬
治
男
（
東
深
瀬
）
22
・
2
7
0
0

■
本
郷
、
中
洞
、
金
屋
洞
、
向
イ

村
瀬
惠
子
（
東
深
瀬
）
22
・
2
4
3
2

■
鴻
ヶ
池
北
・
南
・
西
、
校
北
、
中
央
通
り

村
瀬
洋
子
（
東
深
瀬
）
22
・
3
1
6
7

■
向
塚
、
笹
倉

杉
田
裕
子
（
東
深
瀬
）
22
・
3
6
7
2

■
十
王
、
中
組
、
尾
ヶ
洞
、
尾
ヶ
洞
南

寺
町
邦
子
（
西
深
瀬
）
22
・
1
8
7
1

■
伊
東
、
伊
西
、
栗
洞
、
宮
本
、
八
京

奥
田
良
雄
（
西
深
瀬
）
22
・
1
9
9
2

■
持
成
、
洞

岡
田
千
鶴
子
（
高
木
）
22
・
1
9
1
9

■
扇
町

小
出
隆
弘
（
高
木
）
22
・
3
3
9
3

■
浦
町
、
町
、
高
木
東
、
阿
原

乾
　
進
（
高
木
）
22
・
1
4
0
1

■
塚
洞
、
田
口
、
上
洞
、
宮
下
、
申
子
、

小
田

鬼
頭
正
子
（
梅
原
）
22
・
3
9
7
3

■
中
村
、
高
田
、
七
日
市
、
高
田
団
地

屋
純
子
（
梅
原
）
22
・
4
4
4
7

■
東
組
、
中
組
、
坂
の
谷
、
西
組

鷲
見
喜
代
子
（
椎
倉
）
27
・
3
6
1
4

■
東
川
、
登
都
ヶ
洞
、
伊
佐
美
台
、
下
の

洞
、
上
の
洞
、
惣
賀

玉
井
八
千
代
（
伊
佐
美
）27

・
2
5
0
4

■
赤
尾
1
・
2
・
3
・
4
・
5
号

服
部
玲
子
（
赤
尾
）
27
・
3
4
1
6

■
西
・
中
・
東
市
場
、
斧
田
下

西
村
純
子
（
大
桑
）
27
・
2
1
5
6

■
六
反
、
栢
野
、
市
洞

藤
垣
智
惠
子
（
大
桑
）
27
・
2
1
2
5

■
雉
洞
、
斧
田
上
・
中

木
田
多
津
子
（
大
桑
）
27
・
3
2
5
1

■
主
任
児
童
委
員

小
谷
　
登
（
高
富
）
22
・
3
1
5
0

林
　
祥
子
（
東
深
瀬
）
22
・
2
4
9
1

【
伊
自
良
地
域
】

■
長
滝

早
瀬
武
侍
（
長
滝
）
36
・
3
5
0
9

■
平
井

田
中
直
子
（
平
井
）
36
・
3
5
5
7

■
掛野

村
豊
司
（
掛
）
36
・
3
5
4
6

■
松
尾

棚
橋
好
子
（
松
尾
）
36
・
3
4
0
1

■
上
願

大
村
勝
弘
（
上
願
）
36
・
3
5
6
6

■
洞
田井

　
進
（
洞
田
）
36
・
3
6
4
0

■
小
倉

大
沢
登
美
子
（
小
倉
）
36
・
3
4
0
8

■
大
森

小
見
山
俊
彦
（
大
森
）
36
・
3
8
5
0

■
藤
倉

上
野
陽
子
（
藤
倉
）
36
・
3
0
3
0

■
大
門

川
島
　
保
（
大
門
）
36
・
3
6
1
5

■
主
任
児
童
委
員
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梅
田
幸
子
（
平
井
）
36
・
3
5
5
3

上
野
敦
子
（
藤
倉
）
36
・
3
1
4
9

【
美
山
地
域
】

■
下
大
門
、
西
植
野
、
東
植
野

山
口
喜
美
子
（
岩
佐
）
52
・
1
0
7
8

■
小
原
、
井
ノ
森
、
上
大
門

澤
田
勢
津
子
（
岩
佐
）
52
・
1
4
2
4

■
杉
下
、
中
野
、
出
口
、
上
之
街
道
、
上

神
野

大
鹿
碩
正
（
中
洞
）
52
・
2
7
2
6

■
市
場
、
中
島
、
樫
瀬
、
下
神
野
、
岩
佐

神
野

花
村
　
進
（
中
洞
）
52
・
1
0
6
7

■
富
永
、
大
洞
、
相
原

山
田
文
道
（
富
永
）
52
・
2
0
5
9

■
水
品
、
畑
野

恩
田
睦
弘
（
富
永
）
52
・
1
0
9
6

■
青
波

堀
　
惠
子
（
青
波
）
52
・
2
4
5
6

■
佐
野

尾
関
正
巳
（
佐
野
）
52
・
2
5
3
1

■
徳
永
、
笹
賀
、
椿
団
地

藤
田
節
子
（
徳
永
）
52
・
2
3
3
1

■
田
栗

藤
田
早
苗
（
田
栗
）
55
・
2
7
6
7

■
日
永
西
、
日
永
東
、
相
戸

恩
田
信
夫
（
相
戸
）
53
・
2
6
2
1

■
船
越
、
出
戸

恩
田
　
章
（
船
越
）
53
・
2
0
0
8

■
本
郷
、
柿
野
洞

鷲
見
八
代
美
（
柿
野
）
53
・
2
6
7
2

■
谷
合
1
・
2
・
3
・
4
・
13
区

佐
藤
利
美
（
谷
合
）
55
・
2
1
9
5

■
谷
合
9
・
10
・
11
・
12
区

野
　
勝
（
谷
合
）
55
・
3
3
5
9

■
谷
合
5
・
6
・
7
・
8
区

松
村
廣
光
（
谷
合
）
55
・
2
0
2
6

■
百
瀬
、
神
有

大
西
與
志
巳
（
葛
原
）
55
・
2
6
8
7

■
下
馬
場
、
上
馬
場

田
中
　
享
（
葛
原
）
55
・
2
4
8
7

■
山
戸
、
八
月

長
野
梅
夫
（
葛
原
）
55
・
2
6
3
2

■
岡
、
田
島
、
市
井
、
奥
峠
、
草
木
、
塩

後羽
賀
文
圭
（
葛
原
）
55
・
2
7
8
2

■
小
倉
、
片
狩
、
日
原

山
口
の
り
子
（
片
原
）
54
・
2
0
5
9

■
神
崎
、
小
谷
合
、
円
原
、
今
島

三
島
雅
春
（
神
崎
）
54
・
2
2
1
0

■
伊
住
戸
、
仲
越

河
口
百
合
子
（
神
崎
）
54
・
2
3
3
6
、

27
・
0
3
3
3

■
主
任
児
童
委
員

早
矢
仕
昌
子
（
笹
賀
）
55
・
2
7
6
3

澤
田
範
子
（
岩
佐
）
52
・
1
1
0
0

※
名
簿
の
見
方

■
担
当
地
区
名

委
員
の
氏
名
（
住
所
）
電
話
番
号

日本では、世界人権宣言が採択された12月
10日を最終日とする一週間を、毎年人権週間
と定めています。
今年の重点目標は「育てよう　一人一人の

人権意識―身近なことから人権を考えてみま
せんか―」です。
人権とは、私たちが社会生活において幸福

な生活を営むために必要な固有の権利であり、
この権利は日本国憲法ですべての国民に保障
されています。私たちは、基本的人権をお互
いに尊重しあうと共に、それを自分たちの力
で大切に守り育てていかなければなりません。
人権問題やもめ事などでお困りの方は、法

務局や人権擁護委員にご相談ください。相談
は無料で、秘密は固く守られます。

◆岐阜地方法務局

058・245・3181

◆山県市人権擁護委員（敬称略）
鷲見　俊邦　　　22・1667
尾関　千代子　　22・2957
西村　純子　　　27・2156
若井　紀子　　　22・4416
島戸　一夫　　　36・3737
桐山　五十鈴　　36・3453
恩田　安代　　　53・2002
臼井　敏雄　　　55・2029

◆問い合わせ先

山県市役所　社会福祉課
22・6837
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±00
－07
＋03
±00
－02
－02
±00
＋01
－07
－05
＋02
－03
－01
＋03
＋02
－08

区　 分 内　　　　　　容
（平成16年度支給割合）一般職員

期　　別 期末手当 勤勉手当

6月期 1.4か月分
（7・8級は1.2）

0.7か月分
（7・8級は0.9）

12月期 1.6か月分
（7・8級は1.4）

0.7か月分
（7・8級は0.9）

計 3.0か月分
（7・8級は2.6）

1.4か月分
（7・8級は1.8）

職制上の段階、職務の級等による加算措置有

（支　給　率）
退職区分
勤続25年
最高限度額

自己都合
33.75月分
60.99月分

勧奨・定年
43.335月分
60.990月分

退職時特別昇給　勤続20年以上1号給（平成16年5月1日廃止）

期　　末

勤勉手当

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者
月額13,500円

配偶者以外の扶養親族のうち2人までそれぞれ
月額 6,000円

（職員に扶養親族でない配偶者がある場合はそのうち1人
月額6,500円）

職員に配偶者のない場合は扶養親族のうち1人
月額11,000円

その他の扶養親族
月額 5,000円

16歳～22歳までの子の加算
月額 5,000円

借家・借間に係る手当
月額12,000円を超える家賃を負担している職員に

対して家賃額に応じて月額27,000円以内
自己所有住宅に係る手当
月額2,500円（ただし、新築または購入の場合で、

取得後5年間まで）

交通機関等利用者
運賃相当額に応じ支給額限度　月額55,000円
自動車等使用者
片道2km以上の使用者に対して、
片道5km未満 片道60km以上
月額2,000円 ～月額24,500円

区　　分 給 料 月 額 等

市　　　長 850,000円
助　　　役 700,000円
収　入　役 650,000円

給　　料

報　　酬

期末手当
（平成16年度
支給割合役職
加算措置有）

議　　　長 300,000（390,000）円
副　議　長 260,000（350,000）円
議会運営委員長 250.000（335,000）円
常任委員長 250,000（335,000）円
議　　　員 245,000（330,000）円

市　　　長 6月期 2.1か月
助　　　役 12月期 2.3か月
収　入　役 計■ 4.4か月
議　　　長
副　議　長
議会運営委員長
常任委員長
議　　　員

6月期 2.1か月
12月期 2.3か月
計■ 4.4か月

部　　　門

一般行
政部門

特別行
政部門

公営企
業等会
計部門

・退職者不補充
・業務増

・退職者不補充

・業務増

004
077
016
116
024
022
006
028
293
065
050
115
016
008
024
432

004
070
019
116
022
020
006
029
286
060
052
112
015
011
026
424

職員数
平成16年平成15年

対前年
増　減 主な増減理由

（注）職員数は一般職員に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

（7）部門別職員数の状況と主な増減理由

（6）特別職の報酬等の状況　　　　 ※（ ）内は平成16年5月1日～（5）職員手当の状況 国の制度と同じ

住民基本台帳人口
平成16年4月1日現在

歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）

21.6％

一 般 行 政 職 321,800円 41.9歳
技 能 労 務 職 224,200円 52.3歳

31,464人 142億2,193万円 9億613万円 30億7,178万円

区　分

大学卒

高校卒

山 県 市

決定初任給
採用2年経過日
給　料　額

170,700円 184,400円

138,800円 148,500円

170,700円 184,400円

138,800円 148,500円

決定初任給
採用2年経過日
給　料　額

国

（注）山県市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

（4）一般行政職と技能労務職の級別職員数の状況

（3）一般行政職の初任給状況

区 分 平均給料月額 平均年齢

（2）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（1）人件費の状況（平成15年度普通会計決算より）

一般行政職 技能労務職

）
）

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
小　計
教　育
消　防
小　計
水　道
その他
小　計
合　計

区　　　分

職　　　名

職員数（人）

構成比（％）

参考：1年前の
構成比（％）

1 級

主事補

14

3.7

5.2

2 級

主事

58

15.2

21.1

3 級

主任

80

20.9

15.4

4 級

主査

39

10.2

12.2

5 級

係長

45

11.8

12.2

6 級

課長
補佐

84

22.0

16.7

7 級

課長等

51

13.3

13.8

8 級

部長等

11

2.9

3.4

1級

調理員
等

9

21.4

27.1

2 級

調理員
等

18

42.9

43.7

3 級

調理員
等

15

35.7

29.2

計

42

100

100

計

382

100

100
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日　　時

12月3日（金）
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

クリスマス
リース作り

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

12月3日（金）
午前10時～

会　　場

伊自良老人福祉
センター

内　　容

新聞紙で遊ぼう

12月21日（火）
午前10時～

美山構造改善セ
ンター

クリスマス会
12月17日（金）
午前10時～

伊自良老人福祉
センター

クリスマス会

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

12月1日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

ベビーマッサージ＆
親子体操

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

日　　時

12月8日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

ワイワイ
しゃべろう

12月15日（水）
午前10時～

高富中央公民館 クリスマス会
12月15日（水）
午前10時～

高富中央公民館 クリスマス会

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者対象

問い合わせ先 山県市教育委員会　社会教育課　　36・3304問い合わせ先

会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　12月04日（土） 午前9時30分～
日時　12月17日（金） 午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55・2608

会場　伊自良図書館　
日時　12月04日（土） 午後2時～

12月11日（土） 午後2時～
12月18日（土） 午後2時～
12月25日（土） 午後2時～　

問い合わせ先　伊自良図書館　　36・3339

会場　高富中央公民館和室
日時　12月16日（木） 午前10時30分～
対象　0～2歳児親子
問い合わせ先　高富中央公民館　　22・3351

会場　高富中央公民館図書室
日時　12月11日（土） 午後1時～
問い合わせ先　高富中央公民館　　22・3351

会場
日時

会場
日時

問い合わせ先

会場
日時

対象

問い合わせ先

会場
日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室

お話しピーチク読み聞かせ

いない　いない　ばあ

わくわくランド

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
22・4569（代表：野沢）

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
◆対　象 0～6歳児の保護者※託児あります
◆日　時 12月9日（木） 午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「家庭は心のすみか」

12月の家庭教育講座

問い合わせ先

子育てママの学びと交流を目的として、

子育て教室などが開催されます。

みんなで楽しく子育てしましょう。

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。
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自
動
車
や
原
付
自
転
車
を
運
転
中

（
停
止
中
を
除
く
）
に
、
携
帯
電
話
等

を
持
っ
て

●
通
話
の
た
め
に
使
用
し
た
り

●
液
晶
画
面
を
注
視
し
た
り
す
る
と

罰
則
の
対
象
に
！

罰
　
則

五
万
円
以
下
の
罰
金

点
　
数

一
点

反
則
金

大
型
　
七
千
円

普
通
　
六
千
円

二
輪
　
六
千
円

原
付
　
五
千
円

※
携
帯
電
話
等

携
帯
電
話
・
P
H
S
・
自
動
車
電

話
・
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
型
無
線
機
な

ど
、
送
受
信
操
作
を
手
で
保
持
し
て

行
う
「
無
線
通
話
装
置
」

※
液
晶
画
面

携
帯
電
話
の
液
晶
画
面
な
ど
の

「
画
像
表
示
用
装
置
」（
液
晶
表
示
の

速
度
計
や
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
は
対
象

外
）

▼
走
行
中
は
電
源
を
切
る
か
、
ド
ラ
イ

ブ
モ
ー
ド
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
使
用
の
際
は
、
安
全
な
場
所
に
車
を

停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を

生
じ
さ
せ
た
」
場
合
に
つ
い
て
は

改
正
後
も
現
行
と
同
様
に
「
三
か

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以

下
の
罰
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す

『
ケ
イ
タ
イ
を
　
探
す
手

持
つ
手
が
事
故
を
呼
ぶ
』

五
万
円
以
下
の
罰
金

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
ア
ッ
プ

※
呼
気
検
査
拒
否

飲
酒
運
転
の
取
締
ま
り
を
受
け
た

際
に
、
警
察
官
に
よ
る
呼
気
検
査
を

拒
否
し
た
り
妨
害
し
た
り
す
る
行

為
。

放
置
駐
車
違
反
を
し
て
レ
ッ
カ
ー
移

動
を
さ
れ
た
場
合
、
一
か
月
以
内
に
引

き
取
ら
な
い
と
そ
の
車
が
売
却
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

集
団
暴
走
行
為

二
台
以
上
の
自
動
車
ま
た
は
原
付
自

転
車
の
運
転
者
が
共
同
し
て
行
う
信
号

無
視
・
蛇
行
運
転
・
広
が
り
走
行
等
。

迷
惑
や
危
険
に
遭
っ
た
方
が
い
な
い

場
合
で
も
検
挙
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

二
年
以
下
の
懲
役
　
ま
た
は

五
万
円
以
下
の
罰
金

騒
音
運
転
等

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
著
し
い
騒

音
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
自
動

車
・
原
付
自
転
車
を
急
発
進
、
急
加
速

し
、
ま
た
は
空
ぶ
か
し
す
る
行
為
。

五
万
円
以
下
の
罰
金

消
音
器
不
備

消
音
器
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
り
、

消
音
器
を
改
造
し
た
車
や
バ
イ
ク
を
運

転
す
る
行
為
。

二
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

五
万
円
以
下
の
罰
金

総
合
企
画
課
　
　
22
・
6
8
2
4

携
帯
電
話
等
の使用

に
関
す
る
罰
則

飲
酒
運
転
の
呼
気
検
査
拒
否
の

罰
則
強
化
！

集
団
暴
走
行
為
・
騒
音
運
転
等
・

消
音
器
不
備
の
規
制
強
化
！

レ
ッ
カ
ー
移
動
の
保
管
期
間

30
万
円
以
下
の
罰
金
�！�

呼気検査�
しないよ�
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Q2

今
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
は
そ
の
ま

ま
使
え
る
の
で
す
か
。
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
は
い
つ
買
え
ば
い
い
の
で
す
か
。

価
格
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A2

ア
ナ
ロ
グ
放
送
だ
け
を
視
聴
さ
れ

る
場
合
は
、
現
在
お
使
い
の
テ
レ
ビ

は
そ
の
ま
ま
お
使
い
に
な
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
二
十
三
年
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
終
了
後
は
、
A1
の
と
お
り
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
在
の
価
格
は
安
い
も
の
で
も
、

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
八
万
円
程
度
、
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
五
万
円
程
度
と
、

い
ず
れ
も
高
価
で
す
。
今
後
、
需
要

が
増
え
れ
ば
安
く
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
状
況
を
見
て

購
入
し
て
い
た
だ
け
ば
い
い
か
と
思

い
ま
す
。

Q3

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
加
入
し
た
場

合
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る

の
に
何
が
必
要
で
す
か
。

A3

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
お
申
込
み
い
た

だ
く
と
、
セ
ッ
ト
・
ト
ッ
プ
・
ボ
ッ

ク
ス
（
S
T
B
）
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
地
上
波
デ
ジ
タ
ル

放
送
も
視
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
宅
内
の
配
線
が
5
C
2
V
以

上
の
規
格
の
も
の
、
分
配
器
・
増
幅

器
は
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
も
の
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
S
T
B
の
初
期
設
定
費
と

し
て
、
別
途
二
万
一
千
円
（
税
込

み
）
が
必
要
で
す
。

Q4

ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム
は
レ
ン
タ
ル
で

す
か
、
買
取
で
す
か
。

A4

既
加
入
者
様
と
加
入
促
進
期
限
内

の
加
入
者
様
に
は
無
料
で
ケ
ー
ブ
ル

モ
デ
ム
を
配
布
し
ま
す
が
、
加
入
者

様
の
所
有
物
と
な
り
ま
す
。
加
入
促

進
期
限
後
は
実
費
（
二
万
五
千
円
程

度
）
で
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q5

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
S
T
B
は
テ
レ

ビ
の
ど
の
端
子
を
使
っ
て
接
続
す
る

の
で
す
か
。

A5

D
1
〜
D
4
端
子
か
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
端
子
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
画
像
を
お
楽
し

み
い
た
だ
く
た
め
に
は
D
3
以
上
の

端
子
が
必
要
で
す
。

Q6

電
話
機
を
買
い
換
え
な
い
と
I
P

電
話
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

A6

現
在
お
使
い
の
電
話
機
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
が
、
黒
電
話
や
一
部

の
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
等
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

情報政策課  　22・6826　有線テレビ局  　22・6100

今
月
は
「
機
器
」
に
つ
い
て
の
質
問

で
す
。

加入促進期限は
平成16年12月28日（火）です

期限内にお申し込みいただくと、保
安器とケーブルモデム代、引込み工事
費を市が負担します。
市役所3階情報政策課、伊自良支所、

美山支所、西武芸出張所、有線テレビ
局のいずれかにお申し込みください。
加入申込書も用意してあります。

インターネット、多チャンネルの
申込みは平成17年1月から

インターネット及び多チャンネルの
申込みは、平成17年1月から受付を行
います。
現在の引込み線と保安器の取替え工

事、ケーブルモデムの設置は、平成17
年4月から9月の間に、市の負担で行
います。

未
加
入
者
の
方
へ

既
加
入
者
の
方
へ

未
加
入
者
の
方
へ

既
加
入
者
の
方
へ

Q1

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
に
は

何
が
必
要
で
す
か
。

A1

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
購
入
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
の
ま
ま
視
聴
さ
れ
る
場
合

は
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
購
入

か
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
お
申
込
み

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宅
内

の
配
線
が
5
C
2
V
以
上
の
規
格
の

も
の
、
分
配
器
・
増
幅
器
は
デ
ジ
タ

ル
対
応
の
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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▼
募
集
人
員

二
名

▼
賃
金

日
額
五
千
六
百
円

▼
勤
務
内
容

税
務
関
係
資
料
の
受

付
、
整
理

▼
勤
務
時
間

午
前
九
時
三
十
分
〜
午

後
五
時
十
五
分
（
実
働
七
時
間
）

▼
勤
務
地

市
役
所
税
務
課

▼
雇
用
期
間

平
成
十
七
年
一
月
二
十

四
日
〜
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
を
除

く
）

▼
資
格
、
条
件

十
八
歳
以
上
で
心
身

と
も
に
健
康
な
方

▼
応
募
方
法

十
二
月
十
七
日
（金）
ま
で

に
履
歴
書
を
秘
書
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
税
務
課22

・
6
8
2
2

▼
募
集
人
員

一
名

▼
賃
金

日
額
三
千
四
百
円

▼
勤
務
内
容

施
設
の
清
掃
お
よ
び
管

理
▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
十
五
分
〜
午

後
零
時
十
五
分
（
実
働
四
時
間
）

▼
勤
務
地

文
化
の
里
　
伊
自
良
文
化

会
館
（
仮
称
）

▼
雇
用
期
間

平
成
十
七
年
二
月
一
日

〜
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

二
月
一
日
〜
二
月
二
十
日

は
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）、

二
月
二
十
一
日
〜
三
月
三
十
一
日
は

日
曜
〜
土
曜
（
月
曜
お
よ
び
教
育
委

員
会
の
指
定
す
る
日
を
除
く
）

▼
資
格
、
条
件

十
八
歳
以
上
で
心
身

と
も
に
健
康
な
方

▼
応
募
方
法

十
二
月
十
七
日
（金）
ま
で

に
履
歴
書
を
秘
書
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

36
・
3
3
0
4

お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場�

日　　時 第1回　12月12日（日） 午前9時～12時（受付　8時40分～）
第2回　12月23日（祝） 〃　　　（ 〃　 ）
※どちらか都合のよい日をお選びください。

会　　場 グリ－ンプラザみやまコテ－ジ村　研修棟

対　　象 小学生以上なら、どなたでもOK！
（小学4年生までは保護者同伴でご参加ください）

募集人数 20名（2人1組、1人でも参加可能）
※申し込みは順次受付し、定員になり次第締め切らせていただきます。

申込受付 12月1日（水）～各開催日の前日
参 加 費 1人　1,000円（材料費を含む）
持 ち 物 エプロン、三角きん、手ふきタオルなど

■問い合わせ・申込先■

グリ－ンプラザみやまコテ－ジ村（山県市片原）
55・2615 55・2634

山県市役所　産業振興課
22・6830 22・6850

日　　時

会　　場
対　　象

募集人数

申込受付

参 加 費
持 ち 物

日
日
雇
用
職
員
募
集

事
務
職

労
務
職

FAX

FAX
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平
成
十
七
年
二
月
二
十
日
に
開
館
す

る
伊
自
良
文
化
会
館
（
仮
称
）
で
は
、

市
の
文
化
振
興
の
拠
点
と
し
文
化
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
会
館
が
主
催
す
る
事

業
の
受
付
・
案
内
・
舞
台
関
係
等
の
お

手
伝
い
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
登
録

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
対
象
者

元
気
な
方
、
楽
し
み
な
が

ら
活
動
し
た
い
方
な
ら
ど
な
た
で
も

▼
応
募
期
限

十
二
月
十
八
日
（月）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
自
良
文
化
会
館
（
仮
称
）〔
山
県

市
洞
田
　
古
田
紹
欽
記
念
館
北
側
〕

36
・
2
3
2
3

36
・
2
7
7
7

★
申
し
込
み
さ
れ
た
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
登
録
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ホ
ー
ル
使
用
等
の
特
典
を

考
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
お

正
月
の
寄
せ
植
え
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

縁
起
物
の
植
物
を
使
っ
た
ざ
ん
新
な

和
風
調
の
お
正
月
飾
り
で
、
す
ば
ら
し

い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

お
友
達
を
誘
っ
て
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
「
幸
せ
を
呼
ぶ
お
正
月
飾

り
」

▼
開
催
日

十
二
月
十
七
日
（金）

▼
開
催
時
間

（
午
前
の
部
）
午
前
十

時
〜
十
一
時
三
十
分
、（
午
後
の
部
）

午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分

※
内
容
は
同
じ
で
す
の
で
、
午
前
、
午

後
の
ど
ち
ら
か
一
つ
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
先
着
二
十
名
ま

で
で
す
。

▼
開
催
場
所

高
富
中
央
公
民
館
　
技

術
室

▼
参
加
費
用

二
千
円
（
材
料
費
）

▼
募
集
期
間

十
二
月
八
日
（水）
〜
十
三

日
（月）

▼
申
込
先

山
県
市
役
所
　
総
合
企
画
課
内

山
県
市
「
花
の
都
ぎ
ふ
」
運
動
推
進

協
議
会
　
　
　
　
　
22
・
6
8
2
4

花
づ
く
り
講
習
会
のお

知
ら
せ
！

12月�

04日（土） 13：00～　クリスマス会を楽しむ
定員30人
【持ち物】お茶・ハンカチ

11日（土） 10：00～　餅つきをする
定員20人
【持ち物】お茶・ハンカチ

18日（土） 9：30～　お正月のしめ飾りを作る
定員　親子15組
【持ち物】はさみ・千枚通し・お茶

25日（土） 10：30～　いけばな（お正月用アレンジ）
定員　親子10組
【持ち物】花代1,000円・お茶・はさみ

04日（土） 10：00～　一輪車で遊ぼう
【持ち物】 お茶

11日（土） 9：30～12：00 花餅作り
定員20人（高富公民館集合・解散）
【持ち物】エプロン・手ふきタオル

18日（土） 10：00～　クリスマス会
定員30人
【持ち物】お茶・ハンカチ

25日（土） 10：00～　アレンジフラワー（お正月用）
定員10人
【持ち物】花代500円・花器（和食器）・

はさみ

★毎週水曜日（15：00～16：00）珠算クラブ開催中

高 富 児 童 館　　　22・4750 子どもげんきはうす　　　23・2323

◆12月1日（水）、午前9時より参加希望者の申込受付を開始します。（電話での申し込みもOK！）

※定員になり次第、締め切らせていただきます。詳しくは各施設にお尋ねください。

山
県
市
文
化
の
里

伊
自
良
文
化
会
館
（
仮
称
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

FAX
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休　　　み

休　　　み

▼
場
所

岩
佐
六
三
六
番
地

▼
募
集
戸
数

公
営
住
宅

一
戸
　
3
L
D
K（
七
二
・
一
七
　
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

一
戸
　
3
L
D
K（
七
九
・
二
三
　
）

▼
家
賃

公
営
住
宅
　
一
万
七
千
六
百
円
〜
二

万
九
千
二
百
円
程
度

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　
四
万
五
千
円

〜
七
万
円

※
家
賃
は
、
収
入
金
額
に
よ
り
異
な
り

ま
す

▼
入
居
資
格

◎
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と
し

て
い
る
親
族
（
婚
約
者
な
ど
）
が
あ

る
こ
と

◎
所
得
が
規
則
で
定
め
る
基
準
に
該
当

す
る
こ
と

公
営
住
宅
（
所
得
金
額
が
月
二
十
万

円
（
裁
量
階
層
二
十
六
万
八
千
円
）

以
下
）

特
定
公
共
賃
金
住
宅
（
所
得
金
額
が

月
二
十
万
円
以
上
六
十
万
一
千
円
以

下
）

◎
現
在
居
住
す
る
住
宅
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と

▼
入
居
時
期

平
成
十
七
年
二
月
（
予

定
）

▼
申
込
方
法

管
理
課
に
あ
り
ま
す
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
提

出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

十
二
月
十
五
日
（水）
必
着

▼
選
考
方
法

入
居
希
望
者
が
多
数
の

場
合
は
、
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅

の
実
情
を
調
査
し
、
条
件
が
同
等
で

あ
れ
ば
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ
ス

調
理
器
は
使
え
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
管
理
課22

・
6
8
3
1

先
輩
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
、
助
産
師

さ
ん
を
交
え
て
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

ぜ
ひ
マ
マ
友
達
を
つ
く
り
に
き
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
十
七
日
（金）

午
前
十
時
〜
午
後
一
時
三
十
分

※
託
児
あ
り
ま
す
。

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
▼
内
容

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
な
ど
の

勉
強
会
、
調
理
実
習

市
営
住
宅
「
サ
ン
セ
イ
ス
美

山
」
入
居
者
募
集

総合体育館　　22・6622

5日（日） 市ソフトバレー大会

12日（日） JA岐阜北杯バレー大会

19日（日） バレーボール交流会

12月の総合体育館スポーツイベント

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

1月

5日（水）

通常通り

4日（火）

12月28日（火）まで
の受付済の方のみ

3日（月）2日（日）1日（土）

1月

6日（木）

通常通り　

通常通り　

5日（水）4日（火）

通常通り

通常通り

通常通り

3日（月）2日（日）1日（土）

粗大ごみ受付センタ－

23・0108
【清掃休館日　12月28日（火）】

（年末年始休館日　12月29日（木）～1月3日（月））

m2m2
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「
家
屋
の
取
壊
し
届
」
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
き
ん
等

▼
申
込
期
限

十
二
月
十
四
日
（火）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
健
康
課22

・
6
8
3
9

山
県
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、
今
年

も
十
二
月
二
十
四
日
（金）
の
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
に
、
青
年
部
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
ふ
ん
し
て
お
宅
に
伺
い
、
お
子
さ

ん
（
対
象：

小
学
校
低
学
年
ま
で
）
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
お
子
さ
ん
の
名

前
・
年
齢
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

〒
5
0
1
―
2
1
0
5

山
県
市
高
富
二
二
〇
八
番
地
一
四

「
山
県
市
商
工
会
青
年
部
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

▼
申
込
締
切

十
二
月
二
十
日
（月）

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。
当
選
者
の
方
に
は
、
十
二
月

二
十
一
日
（火）
電
話
に
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
に
お
い
て
所
有
さ
れ
て
い
る
、
土
地
、

家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
に
対
し
て
課
税

し
て
お
り
ま
す
。

課
税
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
ま
一
度
、
現
況
の
家
屋

（
居
宅
・
倉
庫
・
車
庫
等
）
と
お
手
元

の
課
税
明
細
書
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
も
し
取
り
壊
し
済
の
家
屋

が
ま
だ
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
市

役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
で

「
家
屋
取
壊
し
届
」
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
税
務
課22

・
6
8
2
2

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
がや

っ
て
く
る

燃えるごみ収集日

◆粗大ごみ受付センタ－は、12月29日（水）～1月3日（月）まで休業します。
◆クリ－ンセンタ－は、12月31日（金）～1月3日（月）まで休業します。
◆12月中は、粗大ごみ受付センタ－が混み合うことが予想されます。直接搬入される場合は、なるべく3日前までに受付を済
ませるようお願いします。

31日（金）

休み

30日（木）

通常通り

通常通り

29日（水）28日（火）

通常通り

通常通り

通常通り

27日（月）

通常通り

通常通り

31日（金）

休み

30日（木）

12月28日（火）まで
の受付済の方のみ
午前中までに

29日（水）

12月28日（火）まで
の受付済の方のみ

28日（火）

通常通り
（事業系ごみの直接
搬入は、午後 4 時
まで）最終受付日

27日（月）

通常通り

不燃ごみ・粗大ごみの
クリーンセンターへの
直接搬入

12月

収 集 区 域

12月

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・田倉・大北・石田町・山
本・京ヶ洞・双葉台・南屋敷・石畑・美里・北町・
栄町・仲町・共和町・本町1～3丁目・星ヶ丘

佐賀・金池・見晴台・富岡・梅原・桜尾・大桑

全域

乾・富波・西武芸

北山・葛原・谷合・北武芸

高富地域

伊自良地域

美山地域
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国
民
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
今
年
十
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
厚
生

年
金
保
険
料
率
の
改
定
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
、
老
齢
年
金
等
の
年
金
額
の

改
定
な
ど
年
金
制
度
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
が
、
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
一
万
三
千

三
百
円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
北
社
会
保
険
事
務
所

0
5
8
・
2
9
4
・
6
3
6
3

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

を
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
総
合
企
画
課

22
・
6
8
2
4

▼
補
助
対
象
者

集
熱
器
の
総
面
積
が

七
十
五
平
方
　
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
。

※
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場
合

（
公
共
施
設
は
除
く
）
も
対
象
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
金
額

集
熱
器
の
総
面
積
に
応

じ
た
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
補
助
額
の
目
安
　
六
平
方
　
で
約
十

万
円
、
七
十
五
平
方
　
で
約
百
二
十

五
万
円
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
形

式
に
よ
り
、
差
が
生
じ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

（財）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
　
太
陽
熱
利

用
部
（
東
京
都
千
代
田
区
）

0
3
・
5
2
7
5
・
9
5
6
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nef.or.jp

住宅火災の多くは、普段のちょっとした火の不始末や
不注意によって起こっています。火事を起こさないよう、
一人ひとりが気をつけて、もう一度確認しましょう。

わが家から火事を出さないための、
3つの決意7つの実行

3つの
その1 油断をしない
その2 無意識にならない
その3 無とん着にならない

7つの
1．てんぷらを揚げる時は、その場を離れない
2．ふろの空だきをしない
3．家の周りに、燃えやすいものを置かない
4．子どもには、マッチやライターで遊ばせない
5．ストーブには、燃えやすい物を近づけない
6．寝たばこは絶対にしない
7．電気機器は正しく使い、たこ足配線をしない

山県市消防本部　　22・0119

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
補
助
制
度
応
募
受
付
中
！

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

3つの決意

7つの実行

年末の交通安全
県民運動の実施

実施期間

12月11日（土）～20日（月）
スローガン

無事故で年末、笑顔で年始
運動の重点

●飲酒運転等の無謀な運転を追放する
●夕暮れ時から夜間にかけての交通事故を防
止する

●シートベルトとチャイルドシートの着用を
徹底する

これから年末にかけて交通事故の多発が予想
されます。一人ひとりが交通ルールを守り正し
い交通マナーの実践を習慣づけ交通事故防止の
徹底をはかりましょう。

交通安全ニュース交通安全ニュース

実施期間

スローガン

運動の重点

総合企画課　22・6824

年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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平成13年1月1日発行平成13年1月1日発行

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

応援します�

31，367人（－ 4 2 ）

男 15，359人（－ 1 7 ）

女 16，008人（－ 2 5 ）

世帯数 9，812戸（－ 7 ）

前月比

10月届出分

人口の動き（平成16年11月1日現在）

カン・白
色トレイ

10日

13日

20日

15日

8日

17日

15日

27日

3日
（1月7日）

2日
（1月6日）

1日
（1月5日）

7日
（1月4日）

23日

25日

24日

22日

24日

びん・ペッ
トボトル

16日

28日

18日

11日

18日

21日

4日
（1月7日）

14日

9日

14日

不燃ごみ
粗大ごみ

17日

20日

15日

16日

9日
10日

13日
14日

21日

7日

8日

22日
24日

2日
（1月5日）

1日
（1月4日）

2日
（1月5日）

3日
（1月6日）

6日
（1月7日）

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞
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山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000-1
企画部総合企画課

0581・22・6824
0581・22・6851

平成16年12月1日発行
http://www.city.yamagata.gifu.jp/
info@city.yamagata.gifu.jp

発 行

編 集

URL
E-mail

▼
取
材
し
た
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
研
修
会

の
講
演
会
。
▼
地
震
等
の
『
い
ざ
』
と

い
う
時
ど
う
す
る
か
、
そ
の
時
に
ど
う

備
え
る
か
な
ど
、
防
火
ク
ラ
ブ
員
だ
け

で
な
く
、
市
民
全
員
が
聴
い
た
方
が
い

い
よ
う
な
お
話
し
で
し
た
。
▼
講
演
会

な
ど
は
実
際
に
聴
い
て
み
な
い
と
、
お

話
が
「
お
も
し
ろ
い
」
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
有
名
な
講
師

の
方
で
も
、
つ
ま
ら
な
い
話
の
時
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
う
や
っ
て
選
択
す
る

か
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
（
O
N
）

▼
い
よ
い
よ
今
年
も
あ
と
一
か
月
。
今

年
は
地
や
台
風
な
ど
本
当
に
災
害
が
多

く
発
生
し
た
一
年
で
し
た
。
こ
の
地
域

は
幸
い
に
も
地
震
、
台
風
と
も
大
き
な

影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

備
え
は
し
っ
か
り
と
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
▼
慌
た
だ
し
い
一
か
月
間
。
事
故
、

風
邪
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
（
T
）
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相
戸
の
江
崎
光
雄
さ
ん
が
、

昭
和
四
十
七
年
四
月
か
ら
平
成

十
五
年
三
月
ま
で
の
三
十
二
年

間
、
美
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
（
昭
和
五
十
九
年
か
ら
委

員
長
）
を
務
め
ら
れ
た
功
績
か

ら
、
選
挙
管
理
事
務
功
労
、
旭

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。江

崎
さ
ん
は
大
正
十
五
年
生

ま
れ
の
七
十
八
歳
。
昭
和
二
十

七
年
に
乾
農
業
協
同
組
合
に
就

職
。
そ
の
後
美
山
農
業
協
同
組

合
長
な
ど
を
経
て
、
こ
の
春
ま

で
岐
阜
北
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
傍
ら
、
冒
頭
の
委
員
長

を
長
年
務
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

「
選
管
の
委
員
長
を
務
め
て

き
て
、
中
立
を
保
つ
こ
と
に
心

掛
け
ま
し
た
。
何
も
問
題
が
起

こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
し
、
何
よ

り
ク
リ
ー
ン
な
選
挙
が
常
に
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
が
何
よ
り
で

し
た
。

投
票
日
私
は
、
投
票
所
を
巡

回
し
て
い
ま
し
た
が
、
真
夏
や

真
冬
の
投
票
所
事
務
は
た
い
へ

ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
委
員

長
に
就
任
し
た
二
、
三
年
後
で

し
ょ
う
か
、
投
票
日
当
日
に
大

雪
が
降
っ
て
夜
の
う
ち
か
ら
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
除
雪
し
て
投
票

で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
し
た
。

昼
に
私
が
巡
回
し
た
と
こ
ろ

『
お
ま
は
ん
の
足
下
に
車
が
埋

ま
っ
と
る
』
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
て
ね
。

あ
と
ス
ー
パ
ー
の
前
で
啓
発

し
た
り
投
票
所
付
近
に
交
通
整

理
員
を
つ
け
て
有
権
者
の
安
全

を
確
保
し
た
り
し
ま
し
た
ね
。

私
が
長
年
選
管
を
や
っ
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
何
事
も
な
く
優

秀
な
担
当
職
員
に
恵
ま
れ
た
こ

と
。
何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た

か
ら
思
い
出
が
あ
ま
り
な
い
ん

で
す
」。

そ
う
語
る
江
崎
さ
ん
。

現
在
は
午
前
中
は
農
業
、
昼

か
ら
は
読
書
な
ど
を
し
て
有
意

義
な
一
日
を
送
っ
て
み
え
ま
す
。

何
も
な
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た

FAX


